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清
流
市
組
合
プ
ラ
ス
そ
の

他
の
農
家
で
と
考
え
て
い
る
。

農
作
物
が
多
く
産
出
さ
れ

て
い
る
所
か
ら
、
モ
デ
ル
的

に
始
め
た
い
。

集
出
荷
も
踏
ま
え
、
フ
ー

ド
プ
ラ
ン
と
清
流
市
と
絡
め

な
が
ら
、
食
材
も
構
え
て
は
。

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、

少
量
を
集
め
、
ロ
ッ
ト
を
構

え
る
格
好
に
し
た
い
。

３
月
の
定
例
会
で
町
長
は

「
町
内
で
調
達
で
き
る
体
制
の

構
築
を
図
り
、
可
能
な
物
は

町
産
物
で
賄
い
た
い
」
と
言

っ
た
が
、
今
ま
で
の
取
り
組

み
と
、
今
後
の
考
え
は
。

22
年
度
、
中
地
区
で
舗
装

工
事
が
行
わ
れ
た
。

尾
根
を
通
っ
て
い
る
道
路

で
、
側
溝
を
設
け
、
山
林
に

流
し
て
い
る
。

急
傾
斜
地
で
、
危
険
だ
と

思
う
。
数
ヶ
所
に
小
さ
な
横

断
溝
を
設
け
、
自
然
分
散
型

に
し
て
は
ど
う
か
。

現
地
調
査
を
行
っ
て
、
施

行
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

出
来
る
だ
け
、
数
ヶ
所
に

分
散
し
た
方
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
。
地
元
と
も
協
議
し
、

良
い
方
向
を
見
出
し
た
い
。

延
長
が
１
４
６
０
ｍ
、
数

ヶ
所
に
分
け
て
も
か
な
り
の

水
量
に
な
る
。
も
う
少
し
小

さ
な
横
断
溝
を
10
〜
30
ｍ
ご

と
に
分
散
さ
せ
て
は
。

補
助
事
業
で
舗
装
工
事
を

行
う
の
で
、
排
水
方
法
は
県

と
も
充
分
協
議
し
進
め
る
。

問

藤
野
格
昭

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

大
野
産
業
建
設
課
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

問

藤
　
野

答

竹
本
企
画
課
長

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
に
一
括
発

注
し
、
町
内
で
調
達
で
き
な

い
物
は
、
市
場
仕
入
れ
で
給

食
セ
ン
タ
ー
に
納
品
し
て
も

ら
う
。

集
荷
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
い
、
高
齢
者
の
方
々
に
出

荷
し
や
す
い
体
制
を
整
え
、

食
材
の
充
実
と
農
家
の
所
得

向
上
に
繋
げ
た
い
。

フ
ー
ド
プ
ラ
ン
を
中
心

に
、
全
町
で
行
う
の
か
。

問

藤
　
野

答

企
画
課
長

問

藤
　
野

答

町
　
長

答 地元と協議

自然分散型は

３
月
末
で
２
人
が
退
職
し

た
と
聞
く
。
今
ま
で
の
過
程

と
今
後
は
。

町
の
行
事
の
手
伝
い
や
、

町
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

各
種
団
体
活
動
支
援
、
県
主

催
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
、

知
識
と
経
験
を
積
み
重
ね
て

い
た
。

今
回
の
こ
と
を
検
証
し
、

新
た
な
募
集
を
含
め
、
前
向

き
に
検
討
し
て
い
く
。

給食への町産物は

モデル的に始める答

地域おこし協力隊は

経験を重ねてもらう答

道路排水（危険）
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昨
年
９
月
議
会
で
、
連
動

型
南
海
地
震
の
時
の
避
難
所

に
つ
い
て
質
問
し
た
。
ま
さ

か
と
思
い
な
が
ら
、
被
災
さ

れ
た
方
に
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

問

農
本
規
仁

過
去
に
も
東
北
地
方
で
、

連
動
型
巨
大
地
震
の
直
後
に
、

西
日
本
で
も
巨
大
地
震
が
記

録
さ
れ
て
お
り
、
県
も
防
災

計
画
を
見
直
す
と
言
っ
て
い

る
。災

害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
べ
き
本
庁
舎
、
仁
淀
支
所

は
耐
震
強
度
が
な
く
、
町
民

が
安
心
で
き
な
い
。
早
急
に
、

最
悪
の
想
定
で
環
境
に
配
慮

し
た
庁
舎
の
建
築
が
必
要
と

考
え
る
が
。

本
庁
舎
の
耐
震
診
断
は
、

判
定
指
標
以
下
の
う
え
、
著

し
い
老
朽
化
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
で
な
く
、
ま
た
駐
車
場
が

狭
い
な
ど
建
て
替
え
を
考
え

て
い
る
。

更
に
有
事
の
際
、
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
「
災
害
か

ら
命
を
守
る
」
自
治
体
の
責

務
を
遂
行
で
き
る
施
設
と
し

て
、
ま
た
町
民
の
意
見
を
聞

く
た
め
、
早
期
に
庁
舎
建
設

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検

討
す
る
。

仁
淀
支
所
も
今
年
度
耐
震

診
断
を
受
け
、
結
果
に
よ
り

補
強
、
ま
た
は
建
て
替
え
の

検
討
も
し
て
い
く
。

町
の
防
災
計
画
も
、
見
直

し
す
る
の
か
。

県
も
見
直
し
て
お
り
、
必

要
な
と
こ
ろ
は
見
直
す
。

答

町
　
長

問

農
　
本

答

岡
崎
総
務
課
長

問

農
　
本

答

大
野
産
業
建
設
課
長

答 庁舎建設検討委員会設置

新庁舎を早急に

度
重
な
る
国
道
の
落
石
に

よ
り
、
町
道
や
林
道
を
使
っ

て
、
町
民
だ
け
で
な
く
町
外

の
人
も
迂
回
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
道
に
迷
い
、
山
中
を
さ

ま
よ
っ
た
話
し
も
聞
い
た
。

拡
充
整
備
も
必
要
だ
が
、
標

識
の
設
置
は
万
全
か
。

町
道
や
林
道
は
、
幅
員
も

迂回路に標識

地域の要望で答
仁淀支所（S44年 築）

本庁（S43年 築）

狭
く
、
安
全
面
か
ら
迂
回
路

と
し
て
指
定
は
で
き
な
い
が
、

町
道
の
整
備
や
標
識
の
設
置

は
で
き
る
。

地
域
か
ら
の
要
望
は
、
可

能
な
範
囲
検
討
す
る
。

地
形
が
急
峻
、
地
盤
も
弱

く
、
早
急
な
整
備
を
必
要
と

す
る
場
所
が
多
く
、
町
と
し

て
は
一
番
安
全
な
国
道
が
、

通
行
止
め
に
な
ら
な
い
よ
う
、

国
、
県
に
整
備
促
進
を
要
望

し
て
い
く
。
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機
械
部
品
の
加
工
業
者

（
従
業
員
1
人
）
が
株
式
会
社

に
変
更
し
、
直
後
に
町
は
交

付
金
を
支
出
し
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
の

か
、
経
緯
を
。

副
町
長
他
4
人
の
課
長

で
、
検
討
委
員
会
を
数
回
開

催
し
た
が
、
交
付
の
是
非
は

結
論
に
至
ら
ず
、
採
択
は
町

長
、
副
町
長
の
決
済
を
経
て

決
定
し
て
い
る
。

交
付
申
請
書
を
受
理
後

に
、
減
額
や
却
下
し
た
案
件

は
な
い
。

地
方
公
共
団
体
は
「
公
益

上
必
要
な
場
合
は
、
寄
付
又

は
補
助
が
で
き
る
」
と
な
っ

て
い
る
が
、
客
観
的
（
住
民

の
）
認
定
が
必
要
で
あ
る
。

「
営
利
を
目
的
と
す
る
企

業
に
対
す
る
補
助
は
、
特
別

な
事
由
が
な
け
れ
ば
認
め
ら

れ
な
い
」
と
、
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
株
式
会
社
に
変

更
し
て
も
、
営
利
目
的
の
企

業
に
変
わ
り
は
な
く
、
1
〜

2
人
の
雇
用
が
見
込
め
る
だ

け
で
は
、
特
別
な
事
由
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。

客
観
的
な
判
断
は
、
検
討

会
で
も
議
論
し
た
。

1
〜
2
人
雇
用
の
考
え
に

差
は
あ
る
が
、
地
域
に
お
け

る
付
加
価
値
を
換
算
し
、
公

益
性
が
あ
る
と
判
断
を
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
雇
用
拡
大

や
地
域
活
性
化
の
た
め
、
財

源
状
況
を
見
、
継
続
し
た
い
。

問

若
藤
敏
久

答

竹
本
企
画
課
長

こ
れ
ま
で
に
も
、
保
冷
車

や
裁
断
機
の
購
入
な
ど
、
公

益
性
が
疑
わ
し
き
案
件
が
あ

る
。規

則
に
よ
る
と
、
こ
の
事

業
は
「
予
算
の
範
囲
内
で
交

付
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

予
算
額
も
決
め
ず
、
補
正
で

も
対
応
し
て
い
る
の
は
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

ま
た
「
交
付
金
は
、
各
事

業
ご
と
に
300
万
円
ま
で
」
と

な
っ
て
い
る
が
、「
一
団
体
、

一
企
業
に
300
万
円
ま
で
」
と

改
正
す
べ
き
だ
。

問

若
　
藤

県
の
産
業
振
興
計
画
で
、

地
産
外
商
を
推
進
す
る
中
、

国
や
県
の
採
択
に
な
ら
な
い

案
件
を
支
援
す
る
た
め
、
こ

の
制
度
を
導
入
し
た
。

一
団
体
、
一
企
業
に
重
複

す
る
点
は
検
討
を
す
る
が
、

補
正
予
算
も
予
算
で
あ
る
と
、

解
釈
を
し
て
い
る
。

今
後
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
指
摘
さ
れ
た
点
を
含
め
、

慎
重
に
対
応
す
る
。

答

片
岡
副
町
長

問

若
　
藤

答

副
町
長

答

町
　
長

答 町長・副町長の決済で

補助金の交付は慎重に

規則を改正すべき

慎重に対応答

小型ポンプ操法整列

操作はじめ　よし！

筒先員交代
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ビ
ン
収
集
コ
ン
テ
ナ
は
、

前
日
に
配
達
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

業
者
へ
の
対
応
が
、
吾
川

地
区
と
池
川
地
区
で
異
な
る

の
は
な
ぜ
か
。

問

若
　
藤

答

尾
�
町
民
課
長

答
門
田
池
川
健
康
福
祉
課
長

問

若
　
藤

答

町
民
課
長

前
日
で
は
な
く
、
早
く
か

ら
設
置
さ
れ
て
お
り
、
業
者

に
連
絡
を
し
た
が
、
徹
底
で

き
ず
迷
惑
を
か
け
た
。

前
日
以
前
に
設
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、
回
収
を

指
導
し
た
。

池
川
地
区
で
指
導
さ
れ
た

業
者
は
、
担
当
の
指
示
に
従

い
す
ぐ
回
収
し
、
翌
日
、
人

を
雇
用
し
、
車
を
構
え
対
応

し
て
い
る
。

吾
川
地
区
の
業
者
は
、
大

崎
周
辺
の
目
立
つ
場
所
は
回

収
し
て
い
る
が
、
ほ
か
は
放

置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

指
導
は
徹
底
す
べ
き
だ
。

指
導
不
足
を
反
省
し
、
前

日
も
代
表
者
に
注
意
し
た
。

家
族
の
よ
う
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
地
域
の
人
は
、
私

た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

私
た
ち
は
こ
こ
ま
で
何
事
も
な
く
、
過
ご
せ
て

こ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
仁
淀
か

ら
離
れ
る
時
が
来
る
と
思
う

け
ど
、
自
分
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
、
こ
こ
の

地
域
の
方
々
の
よ
う
な
温
か
い
人
で
あ
り
た
い

で
す
。

仁
中
　
中
越
　
瑞
希

私
た
ち
の
地
域
に
は
、
温
か
い
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
返
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校

か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、「
お
帰
り
な
さ
い
。」
と

ラ�コ�ム�

私
た
ち
の地

域

お
詫
び
と
訂
正

第
23
号
中
、
８
ペ
ー

ジ
「
消
滅
」
を
「
削
減
」

と
誤
記
し
て
い
ま
し

た
。

指導は徹底に

指導不足を反省答

２
年
前
は
、
た
だ
の
友
達
と
し
か
見
れ
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
私
の
性
格
や
苦
手
な
物
な

ど
を
理
解
し
て
く
れ
て
、
つ
ら
い
時
な
ど
が
あ

る
と
、
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
優
し
い
友
達
ば

か
り
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の

時
か
ら
気
持
ち
が
変
わ
り
、

家
族
と
し
て
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
ま
で
２
年
間
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、

卒
業
ま
で
よ
ろ
し
く
。

仁
中
　
掛
水
　
彩
華

私
に
は
、
あ
た
り
ま
え
に
い
る
家
族
と
は

別
に
、も
う
ひ
と
つ
大
切
な
家
族
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
家
族
は
、
２
年
前
に
で
き
た
ば
か
り
の
17

人
家
族
で
す
。

ラ�コ�ム�

十
七
人
家
族

長
者
花
し
ょ
う
ぶ
祭


